
境は冬のか らっ風 をまともに受けることを除けば.研究や教育の場 として申し分の食い ように思われた

が.移転を契機 として紛争が起こD.そ して長期にわたるス トライキや封鎖の末.やっと移転は.実施

にまでこぎつけたのである｡

紛争の最中,地理の一学生から. ｢学部の移転 を本質的に考えてみたV,.それには地域社会にかける

大学の役割を把握 し.それに基づいて移転の意義や可否を結論づけたい ｣とい うようを相談があD. よ

い機会だか ら｢緒に考えてみ ようとV,うことに在った.学生の期待は ｢師範学校以来,数十年の伝統を

もつ教育学部だか ら.日吉地区との結合が強 く,その結合を断ち切って移転するのは.影響が大きく.

移転反対の根拠が得られるか も知れをい ｣とい うことにあった ように推測されたo Lか しその ようをデ

-クを科学的に得 ようとすることは意外に困難で.手のほ どこしょうが夜かった らしい｡そこで相談の

結果,地域 とい うもの を日本全体,東日本.関東.東京 との関係圏.群馬県.前橋市. 日吉町 というよ

うに階層的に考え.それぞれに対 して教育学部がどの ようを関連があるかを考えることに75:った.

広い地域 との関連については.卒業生の就職先.入学者の出身地 ･入学金や授業料の行先 ･諸経費の

出所 とその経路その他の調査か ら知 ることがで き.さらにその特色を明瞭にするために前橋市内にある

医学部や,桐生市にある=学部と比較 してみ ようとい うことに売ったO前橋市との関連については大学

に出入する商人や建設業者の居住地.および職員や学生の居住地の分布の うち前橋市内の 占める比率を

調べ.日吉町地区については戸別の聞き取 b調査によD,各戸と大学 との直接的つながDを調べてみよ

うとい うことになった.私 としては.このような調査に よD大学と地域社会 との関係が具体的に明らか

にをD,大 きを成果が期待されたので.大学の会計.庶務や学生課に照会 したD.聞き取 Dの項目やア

ンケー トの内容について検討をしたDして一人で張D切 っていたo

Lか しその後,何の音沙汰もないので. しびれ を切 らして聞V)てみると. ｢あれはやめましたoだっ

て大学とその周囲とは何の関係 もないです よ｣とい うことだ ったOが っか bして前に相談 した調査項目

ををがめていると,大学 と地域社会 との関係は.すべて大学がそこにできたために生 じた関係であって,

大学がそこに存在 しなければならないというような結合関係は何 もをいよう夜気がするようになったo

果たしてそれで よいのだろうかO この ことは大学のあb方の根本問題にもつながるものでは夜かろうね

都 市 の 膨 張 と 気 候

荒 川 秀 俊

私は,ここ2年ほど,お茶の水女子大学の地学の講師 (非常勤 )をしているO渡辺光さんから〝教養

の先生は大学者が Lをければいけをいんだ0 メー トルを挙げて.放談の限Dをつくすところに値打ちが
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ある〝といわれたのをいいことに して.地学の講義に名を借bて.楽 しくお話 を,思いつ くままに1時

間半シャべ 1)続けることにしている｡ 天下の才媛には.少 し歯ごたえがをい と思うが,感ずると,ころあ

･つて,その主義 を押 し通 しているo

私は去年.お茶の水女子大学に顔 を出してから.月山久子さんや吉見則子さんと一緒に.日本の大都

市におけ る気温 ･湿度の極めて特徴ある変化について調査 し学会でも発表 し.今年中には学会誌に掲載

されることに在っているO

元来.近代都市は.拡張されるに伴 って,その気温は年 々高 くをD.湿度は年 低々減する傾向のある

ことが,か夜D以前 (19世紀末頃 )から指摘され続け られている. 日本でも.東京とか大阪の ようを

大都市では.年 と共に気温が暖か くをD.また湿度が乾いてきていることは.市民にも実感として受け

とめられているO 冬に在っても.スモッグがたちこめるために.身をきるようを寒さになることは少を

くなってきているo rまた化繊の下着類 をぬ ぐ時をどは.パチパチと放電するほど,空気が乾 くこともま

れではをく在っているo このように.都市に気候異変がおころのには,(1) 都市の膨脹に よって大気汚

染が増大することと.(2) 道路や建築物のコンクリ- ト化.池や川にふたがされたD,追放されたbす

ることが.原因に在っていると考え られている.

私たちは.東京や大阪のようを 日本の大都市の気温 と湿度 を.実測資料にもとずいて調べてみたoそ

うすると.戦前 と戦後については.都市の気温は年 上々昇 しつづけ,湿度は年 下々降 しつづけているこ

とが.明瞭に指摘できた｡ところが.戦時中(昭和 16年～昭和 20年 )だけは,判然 と気温は逆に下

降し.湿度は逆に増加 していることが認め られたのであるO

過 ぐる大東亜戦争中は.日本では産業活動が低下 し,都市の疎開がか こをわれたoこのため 日本の空

はキレイにをD.隅田川のような都市河川もか夜b澄んできたO このために大都市の気温は逆に下降 し

たのであろう｡また都市は荒廃 したままに放置されていたので,湿度 も逆に増大 して行 ったのである｡

大東亜戦争は,まった く日本にとって悪夢であった.その戦争の爪跡が,こんな自然現象の上にまで.

蔭をおとしていたのである｡ こんなことを,お茶の水女子大学地理学教室の皆さんと協力 して実証 し得

たことを.せめてもの慰め としている. (東海大学理学部教授 )

渡 辺 先 生 と 私

土 井 喜 久 -

渡辺先生には学問的にも個人的に も,非常に恩 をうけたものであDをがら.御退官記念の論文集には,､

原稿も間に合わず.大変申訳なく思 ってお炉ましたが. ｢お茶の水地理 ｣から機会 を与え られ,その恩

- 105-


